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現在、史料編纂室では大学の松木裕美先生をカロえて、今

年11月 の刊行に向け、編集作業を急いでおります。『短期大

学史』は トピックや写真を多く掲載 して、先ずは皆様に読ん

ける高等教育の思い出―専攻科卒

戦禍のため生徒数が激減した戦後まもない1948(昭和23)年、本学は戦前からあった高等科を廃止しましたが、1954(昭

和29)年 に専攻科を創設します。そして翌年にはK館 を建設し、1956(昭和31)年に短期大学文科の開設とともに、専
攻科の廃止を決定します。専攻科は僅か2年間しか存在しませんでしたが、本学における高等教育再興への基盤となった

2年 PHlで した。日本がアメリカの占領支配の時代からようやく抜けだし、高度成長への道を歩み始めた時代でしたが、こ

の時代に本学における高等教育は再興し、新たな展開をみせることとなったのです。

史料編纂室では昨年の夏、短期大学の前身である専攻科の卒業生4名の方々からお話を伺う機会をもちました。以下に

ご紹介いたします。

卒業生のお話によれば、専攻科が倉J設されてすく
｀
にそのまま専攻科に進学を決めたのは、当時の担任の先生から勧め

られてとのことでした。入学してみると、高校3年時の担任の先生がそのまま、専攻科の担任になられたとのことでした。

学生は必ずしも女学館出身者ばかりではなく、自由学園など、他の高校出身の方も入ってこられたとのこと。秋には本

学敦地の束南角にK館が建設され、すく
｀
にそこに移られたということです。K館は1階が卒業式も行われた広い教室、2・

3階が授業用の教室ということでした。8時半に査校、4時には下校という毎日。昼食は普段、教室で食べていたそうですが、

のちに学外に行くことも認められ、日赤商店街のうどん・そばのお店に入ったりしたそうです。授業はブランクがなく、

先生方が高度な内容を時に厳しく、時に優しく教えてくださり、学生は遊ぶが如く学ぶといったらよいか、お習い事の

ように学んでいたともお話しくださいました。英文の喬]〕訳などを宿題として課されましたが、時に兄やボーイフレンド

に教えてもらったこともあるなどともお話になりました。制服はまだなく、初めてカラー付のブラウスを着ることがで

きてうれしかったとのことでした。クラブ活動は専攻科としてはなかったものの、高校のクラブに先輩として接してお

られ、記念祭や体育大会にも、共同参加で、記念祭にはクッキーなどを売っていたとのことでした。1年の夏山への旅行、

2年の東北への修学旅行も1栗かしい思い出とのことでした。許婚のいる学生もいて、卒業と同時に結婚されたとか。一方、

卒業後、大学に進学する学生もいたとのことでした。また、すく
｀
に就職したわけではなく、ときにアルバイトなどに就

くことはあっても、多くは自宅で花嫁修業されていたわけです。当時、女性が職に就くことを家庭が望まなかったとい

う背景があります。卒業後のクラス会は2年に1度の割合でよく集まられるとのことで、専攻科生の人数が少ないことが

同窓の友情を深くしたとのことでした。最後に、カドリールのことに触れられ、現在のカドリールは外で演技するダン

スになっているが、自分たちが習われたのは室内で行うカドリールであり、現在ほど動作が大きくなかったとお話され、
H寺代を隔ててl~mり 続けられ

てこられた先輩のお気持ち

の一端を知ることができま

した。

こうして四方山にお話を

伺っていると、戦後間もな

い時代の風気を感 じさせる

ものがあ り、まさに、人あ

りて時代は蘇るの感を深 く

した時間でした。

K館 と専攻科の授業風景

『東京女学館短期大学史』完成に向けて で戴けるような読みやすいものを、と考えております。この

問、専攻科・短期大学の教職貝・卒業生の皆様から貴重な証

言を戴いてまいりましたが、今後もそれを重ね、戦後の時代

風削を背景とした『短期大学史』の執筆を心がけたいとT7じ

ます。



展示紹介:『回想の東京女学館』企画展示

史料編察室では、『回想の東京女学館』と題する企画展示を、

中・高図書館入口付近の専用陳列棚で、年に2回行つています。

今回は、過去に行われた2回分の展示、及び現在行われてい

る展示について、開催 した順でご紹介いたします。

「皇居一周と東京女学館」

(開催期間 :2011年 10月 ～2012年5月 )

l  総合角卒説   _
皇居周辺には、本学と馴染みの深い場所が数多くありま

す。最初の校舎は、現在の千代田区永田町に置かれました。

ここには第10代館長・有光次郎の手による「東京女学館発祥

の地」のレリーフが据えられています。その南には衆議院議

長公邸、北には江戸城の赤坂見附跡があります。

1890(明治23)年、本学は外堀に沿うように束へ移動し、

虎ノ円の旧工部大学校生徒館に入りました。この時から、本

学は「虎ノ門」と呼ばれるようになりました。この地には江

戸城の虎御門が建てられ、守護神として白虎が配置されたそ

うです。現在も17世紀前半に築かれたタト堀の石垣が残されて

います。

皇居を時計と逆に回り、北上した北の丸公区|には、北白川

官能久親王の銅像が建っています。能久親工は、本学の母体

である女子教育奨励会の会長でした。その近隣には、本学の

関連史料も保管されている国立公文書館があります。

さらに北、九段には、本学の教員だった三輪日員佐子が創

設した三輪田学園、そして第4代館長を務めた神田乃武の住

居跡があります。

このように皇居周辺には本学とゆかりのある場所が多く

残されています。決して遠方ではありませんので、折を見て

足を逗んでみるのも一興でしょう。

1         永田町

◆雲州屋敷

本学の母体である「女子教

育奨励会」が宮内大臣・上方

久元 (後の第3代館長 )に 永

田町御用邸の借用 を申請 し、

本学は倉」設されました。同邸

は、出雲国 (島根県)松江藩主・

松平出羽守の屋敷であったこ

とから「雲州屋敷Jと 呼ばれ、1890(明治23)年 まで使用さ

れました。その後は長く閑院官邸でしたが、現在は衆議院議

長公邸となっています。

◆「東京女学館発祥の地」レリーフ

1979(昭和54)年、本学の創立百周年記念事業の一環とし

て設置されました。現在の東京都千代田区永田町2丁 目18番

地1号、衆議院議長公邸の北側、赤坂見附 (見張りのための

左 :衆議院議長公邸入口

右 :赤坂見附より旧赤坂プリンスホテルを望む

施設)跡の向かいにあります。
レリーフには、次のように記されています。

景f女そ行は、瑠確み十年このた (旧 核子去11守郎、体に

安
"12款
、のう関院を邸)を 重宮よう容与され、空み十-4

7TRtt t r〔 。そのた、犯町えネ町 (lRユ孝卜人そ祇)に 移 り、「虎
ノ714〔解」 と称てられた。人津十み4関 泉人残火のアくめ佐

久 tr〔 ので佐谷44P件た 1て 移 り、女子の一貫教での場 とにて今

日|〔 互つている。こ)|て 、松サをイ忌 (に の)が、イそネの3年承

(い やさ1｀)音 イ竹う、
'」

″否円4を れ谷 tて 零子掲げる。

◆虎ノ門校舎

女子教育奨励会が、欧米流

の女子教育にふさわしい場と

して、新たに近代建築の校舎

を求めたところ、1890(明治

23)年、宮内省から虎の門に

ある「旧工部大学校」の生徒

館を貸与されました。

本学は1923(大正12)年までこの地にあり、

「虎ノ門Jと 通称されるようになりました。

その地名|か ら

1939(昭和14)年、工部大学校出身者の「虎ノ門会Jに よ

り建てられました。現在の東京都千代田区霞ヶ関3丁 目2番地

2号、文部科学省の月あにあります。

◆「工部大学校llL」 碑



◆「華族女学校遺跡碑」

衆議院議長公邸の東側入口には、華族女学校遺跡碑が建っ

ています。

◆北白川宮能久親王銅像

「女子教育奨励会Jの会長であつた北白川宮能久親王の鋼

像は1903(明治36)年、新海竹太郎の制作で、北の丸公園内

に置かれました。

北白川官能久親王は伏見

宮邦家親王の皇子で、1867

(慶応3)年、上野党永寺 に

入 り、徳川家にとり重要な

日光輪王寺門跡を継承 しま

した。その関係か ら、奥羽

越列藩同招の盟主に据えら

れ、一時は明治新政府の反

逆者として扱われました。

後 に僧籍 を抜 き、1870～

1877(明 治3～ 10)年 のプ
ロイセン (ド イツ)留 学 を

経て、陸軍に入 ります。こ

の間、1872(明 治5)年 に北白川官家を相続 しています。
1895(明治28)年、日清戦争後に行われた台湾出征の際、当

地でマラリアにより売去しました。

◆国立公文書館

各官庁で保管されてきた公文書を一括して保存・公開する

目的で、1971(昭和46)年、総理府の剛属機関として千代田

区北の九公園に開館 しました。1885(明治18)年 に発足 した

内閣文庫の資料も継承 し、江戸幕府の典籍・古文書や太政官

の公文書も収蔵しています。

ここには、本学による財団法人の設置、学則および寄附行

為の変更に関する史料なども収蔵されています。

なお、国立公文書館の収蔵史料は、防衛省防衛研究所 =外

務省外交史料館の収蔵史料とあわせ、インターネット上にて

無料で岡覧することができます。

「国立公文書館アジア歴史資料センター」 (JACAR)

http://wwwijacar.go.jp/

◆神日乃武邸跡

明治～大正期の住所は麹町区飯田町3丁 目29で、現在の千

代田区富士見1丁 目2番地5号です。付近には、暁星小・中・

高等学校があります。

神田乃武は英語学者で、1918年 より1923(大正7～ 12)年

まで、本学の第4代館長であった人物です。

1887(明治20)年、三輪田員佐子が神田に開いた翠松学舎

がはじまりです。「誠のほかに道なしJを校司とし、徳才来

備の女子の育成をめざしました。現在の校舎は2010(平 成

22)年に竣工したものです。

三輪田員佐子は明治・大正期の教育家で、1897(明治30)

年頃、本学で教慨をとり、国語科を担当していました。

◆三輪田学園



「東京女学館の戦後復興」

―― 澤田源一の学園経営 ――
(開催期間 !2012年 5月 ～ 2012年 11月 )

総合解説

戦後、束京女学館は学区経営の危機に直 T笥 していました。

空美により校合の一部が被災した上、学生牧も疎開により淑

減し、再建の目途が立ちませんでした。また、学園を支える

経営ににの立場も動揺していました。1947(昭 和122)年に、6・

3・ 3制 という新たな学制を定めた学校教育法の実施を1空 え、

教育課程の抜本的改編を迫られていたにも拘わらず、公職迪

放を受ける者がいました。さらに、戦時中、学日経営を担っ

た副館長・西河能治も体力的な問題を抱えており、邸局を乗

り切るために優れた学匠経営者を招明することが必要だった

のです。

そこで、東京女学館の復興を託されたのが、第8代鮎長・

岸圧1源一でした。当時、東京女学館の経営にには文部官僚出身

者が多く、岸田もまた同様でした。復れた教育行政家でした

が、特に、設立 PFlも ない高松高等商業学校に校長として赴 lT

し、全L有数の封[関校に成長させ、内 /tl総理大臣・大半正芳
などの優れた人材を輩出した実績がありました。その手胤に、

期待がかけられたのです。

岸田もまた戦災で家をなくし、旧南館の一室に居住 しなが

ら、生徒の募集、教員の確保、校合の改染に懸命の努力を払

いました。生徒数を確保するため、小・中・高を中心に経営

再建を図り、次第に学匠|を復興に導きます。 しかし、その
手法には大きな課題が残されていました。東京女学館は「高

等科Jと いう高等教育機関を有する、女子高等教育の草分け

的存在でしたが、戦後の学制改■に対応できず、1948(昭和

23)年に廃止 していたのです。「高等科IJを 存続させるには、

短期J大学、ないし大学への改組が必要でしたが、校地・教員

などの問題を解決する経済的余裕がなく、一 |ユ 、存続を断念

したのです。

しか し、昭和20年代後半になると学園の経営も安定し、女

子高等教育を復活させる機起が高まりました。そこで、1954

(昭和29)年、高等学校の制度上で設置が認められていた中

攻科を設置すると、それを短期大学設置への準備期 Flと し、

わずか2年 後の1956(昭和31)年、東京女学館短期大学を開

校させました。ここに、東京女学館は独自の女十一賞教育を

実現する学園として、ようやく復活を遂げたのです。

東京女学館と戦争

戦争は、東京女学館の教育に、あまりにも大 きい影響を

もたらしました。政府の方斜により、上級の生従は勤労学従

として各地の工場に動員され、兵器の増産などに当りました。

そのため、特に1944～ 1945(昭和19～ 20)年 頃になると、

授業の実施は「勤労動員Jの合岡に行われる月一回の金校口
のみとなり、当時の生徒は十分な教育を受けることができま

せんでした。また、空襲の激化も予想されたため、初等 T― Aの

児童を中心に、それぞれの回舎の縁故を頼って疎岡する「縁

故疎開Jが推奨されました。この結果、東京女学館の生徒数
は著 しく減少し、極めて難 しい学園経営を強いられました。

このような況迷の時代に、東京女学館を支えていたのが、

高」館長  lr河龍治でした。1940(昭和15)年、第7代館長・

松ヤF仔鎖次郎が文部大臣になるため館長を辞 した後、館長職は

空府のままで、llr河が実質的な館長の役告Jを担っていました。

戦時中であり、新たな館長を迎えても教育の理付|を 実現でき

なかったためといわれています。西河は、ほぼ毎日学校内に

宿直し、平和匝復後の教育の再開を見据えて、学校施設の保

全を図っていました。

◆1945(口召和20)年卒業生答辞 (花島寓里子)

空美により本館は被告を受け、第二

体育館は焼失 しました。 しかし、被告

をその構度に留めたことは、西河ら学

校に宿直 していた教職員の努力の賜 l177」

で した。1945(日 /T20)年 3月 の卒業

式で披露された「卒業生総代答辞Jか
ら、当1時の生徒の心境と教職員の苦労

を1ほぶことができます。

戦後復興への取り組み

戦後問もなく着任 した岸圧1館長は、白らも戦災で家を失っ

たため旧南館の一室に居住 し、東京女学館の教職員や生徒と

まさしく一体となり、復興の歩みを進めました。生徒の募集、

教員の確保、校舎の改築に懸命の努力を払い、戦前よりも大

規模な学匠体 li」 を架いてゆきます。

しかし一方で、学匠1経営効率化のため、戦前の高等教育機

関であつた「高等科Jを 、1948(昭和23)年に一旦廃止しま

した。それゆえ、高等教育の復活を遂げてこそ本当の復興を

遂げたといえるのであり、その復活が岸田の最大の課題のひ

とつでした。
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◆第8代館長・澤田源― (1888～ 1975)

1888(明治21)年、京都の旅貸官=澤文の三男として生まれ
ました。第三高等学校 (現、京都大学 )、 東京帝国大学法科

大学と進み、1912(明治45)年に内務省に入 り、地方行政に

携わります。1919(大正8)年、人事当局の肩めに応 じて文
部省書記官に転 じると、教育行政に手腕を発揮 します。重職

である文部大臣官房秘書課長を務めた後、設立 FFSも ない高松

高等商業学校 (現、呑川大学)校長として赴任 し、全国有数
の難関校に育成しました。その後、浦和高等学校 (現、埼玉

大学)校長、東京美術学校 (現、東京芸術大学)校長を歴任
しました。

戦後、文部省の上司であった関屋龍吉の紹介により、束

京女学館に招〕はされ、1946(昭和21)年に高J館長、その翌年
に第8代館長 となりました。培われた教育行政手腕と人脈を

遺憾なく発距 して、東京女学館の復興・発展に尽 くし、以後、

1975(昭和50)年に逝去するまで、およそ30年近 くにわたり
館長を務めました。

◆学生時代の澤日源一

左は中学入学時 (13歳 )、 右は大学2年時 (21歳 )。

◆内務官僚 。支部官僚時代の澤田源一

秘書課長として作成 した公文書。

(目立公文書館アジア歴史資料センター公開・目立公文書館

所蔵資料 rei Alll13711300・ 6画像 目より)

短期大学の設置

1954(昭和29)年、本学は高等学校のさらに上級課程に相
当する「専攻科」を設置し、それを短期大学設置への準備期

間としました。その問、これまでに蓄積した岸田館長の全て

の人脈と知恵を駆使して、校地・教員募集などの問題解決に

尽力しました。そして1956(昭和31)年、ついに「東京女学
館短期大学」の開校に至ります。ここにようやく、東京女学

館は本来の姿へと復活を遂げ、女子の完全一貫教育を実現す

ることができたのです。

この時、女子の「高等教育進学卒」は未だ49%に過ぎま
せん。東京女学館だけでなく、女子教育の普及・発展にとっ

ても、非常に意義のある開校であったと評価できます。現在、

「東京女学館短期大学Jはありませんが、短期大学から四年
制の大学に改編される2003(平成15)年 まで、「東京女学館
短期大学」が本学の女子高等教育を担い続けたのです。

◆高等学校・短期大学・大学への進学率推移
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左は内務官僚時代の澤田源一 (25歳 )。 右は文部大臣官房



校地問題の解決

短期大学は、限られた予算で校地の水準を柿jたすため、土

地を借用してまかないました。例えば、三井不動産の浜田山

起動場は、無料で借用する契約を交わした結果、借 りられた

所です。また、1955(H召 和30)年には専攻科・短ナリ]大学の校

舎としてK館を建設しました。

◆短期大学を設置できなかつた理由
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1  東京女学館における学園体制の模索
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――宮地・有光・村山館長下の広尾・町田キャンパス

(2012年 11月 ～現在 )

◆左上 :【小・中・高等学校】広尾 (羽沢)キャンパス

◆右下 :【短期大学】町日キャンパス正門

総合解説

戦後の東京女学館には、二つの大 きな改革州]があ りまし

た。第一に、学日の戦後復典を成し遂げ、小学校から短期1大

学まで一買する学ヨllt llを 整えた洋田源一館長の時代.第二

に、従来の教育方針を刷新して、国際教育・リーダーシップ

教育を1走 唱し、短期]大学を四年制大学に発展させた渋沢Ill英

館長の時代です。しかし、この大改革 '大成長期の狭 FL3に、

学匠を安定的な成長へと導いた関係者の努力もまた、忘れて

はなりません。宮地治邦・有光次郎・村山松肝負官長 (代行を
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専任教員の確保

短期大学は、岸田鮎長の人脈を中心として、専任教員が集

められました。しかし、既に他の大学で専任数員となってい

る人物が多く、交渉は容易に起びませんでした。

史准1編集宝には、交渉の内幕を伝える、岸田と小林正f17J(束

京女学館高校教諭)の往復書簡が残つています。

◆「(1950年 )8月 15日付小林正助宛澤田源一書簡」
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◆東京女学館全景。右4貝」の校舎がK館。



含む)の時代です。

澤田前鮎長より後継指名を受けた官地館長は、社会科教員

の出身で、経営者兼教育者の立場にあり、学者でもありまし

た。就任後、倉」立百周年に向けた記念事業を開始 し、短期人

学用地として町‖|キ ャンパスを新設しました。その後任であ

る有光資i長 ・村口1館長 (代行)は、共に文部事務次官まで務
めた文部省の王鎮でした。行政官出身である彼らは、経営者

である館長が、教育者である小 中 。高・短期大学の年学校
長を来任する従来の体制を改め、学園体制を分頭化 し、白身

はあくまで経常者として館長職を務めました。その結果、学

ヨ体制の再考を促す議論が、学内から巻き起こります。高度

1青幸R化社会に対応する教育制度への改■を試みた、すFナリ]大学

長・西出亀久夫のl rtり 組みです。

こうした学園体制のイ莫索の時代を、当時の人物と共に振 り

返ります。館長や各学校長の個性により、東京女学館の界凶

気が変化するさまを、歴史資料や写真の展示により表現 しま

した。

学者館長 。自地治邦

(1915-2008)
1915(大正4)年、東京に生まれ

ました。府立六中 (現、新宿高校 )

1日 制高知高イ交 (現、高知大学)を

経て東京市国大学に進み、1940(昭

和15)年 3月 、文学部団史学科を卒

業 しました。そして同年4月 、東京

市圧1大学 史料1編纂所嘱託にな り、

次いで庇児島海軍航空隊教授に着

任、その地で終戦を迎えました。

官地の父は、束京帝国大学教授・

官地直―です。抑道学の大家であ

る父にlJRい、自らもまた神道学の研究を志したのです。戦後

』もなく団そ早院大学前師となり、神社本庁でもi事や参事と
して活動 しました。1956(昭和31)年 3月 、東京女学館討師
となりますが、あくまで軸i足は国早院での |りF究生活にあり、

1957(H何 和32)年、固早院大学日本文化研究所へ入りました。

1959(H召オロ34)年 10月 には東京女学館短期大学教授となり、

東京女学館に学者として迎えられました。その後、1962(略

和37)年 3月 に文学博十号を取得すると、同年6月 、東京女学

館教務課長 (教頭)と なり、澤田館長を支えました。

官地の館長就 lTは、澤回館長の後継指宅|に よります。澤田

館長の発病に伴い、1974(昭和49)年 1月 、束京女学館短期

大学百J学長・同高等学校高J校長 同中学校高」校長・同小学校
面」校長、同副理事長となりました。岸田館長の逝去後、1975(昭

和50)年 2月 8日 、館長及び各学校長兼務となり、学園経営を

担ったのです。

就任後、1988(昭和63)年 11月 の倉J立百11年に向けた記念

事業を開始 し、教育内容の充実と環境整備に尽しました。し

かし、倉J立百 1tl年 を日前に控えた1987(‖R和 62)年に退職し、

2008(平成20)年に ll T去 しました。

「目地梢鯛』の表酬

1976(昭和51)年 9月 、官地館長は学匠1誌 『菊』の巻頭で、

5ケ 条の「官地構想Jを発表しました。小 。中 高・短期1大
学の教育内容充実、教育環境改善と共に1渇げたのが、令」立百

用年記念を兄1居えた修史事業でした。

東京女学館の4+色である「辞1性 と教番Jは、戦前より培わ
れてきた校)Rtに 出来します。その学風を良き伝統として伝え

てゆく為には、修史事業が必要であるという、学者館長なら

ではの多き想がありました。

この構想に基づき百年史編集生が設けられ、F東京女学鮎

史料』 (1978年倉J刊 )、 『東京女学館百年小史』 (1988年 )、 F束

京女学館白年史』 (1991年 )が怖纂されました。現在の「l■料
編集生の前身にあたります。

◆百年史編集室 (1986年撮影)と 『東京女学館百年史』

左から、元木光雄 ,大石文子・山岸章子の諸氏

短期大学の町田移転

1978(昭和53)年 は、「官地構想」の一つのコJ「期といえる

年でした。広尾キャンパスに小 。中・高と併設されていた短

期大学は、文部省の勧告を契機として、 ll田 キャンパスに杉

転、独立を呆たします。また、短期大学教

員の柳F究誌である『東京女学館短期大学紀

要』が有1刊 され、短期大学の教育・研究体

制が充実しました。

小学校では、創立五十 1・l年にあたり、百

年史揃察事業に先駆けて『東京女学館小学

校五十年 LA_』 が千J行 されました。宮地館長

のもと、東京女学館は新たな時代を迎えよ

うとしていたのです。

◆竣工後間もないB」日キャンパスの風景

学園体舗8の分頭イヒ

学校法人の最高意思決定者は理事長であり、東京女学館で

はそれを「館長Jと称しています。館長の下に、小学校・中

学校 ,高等学校・短期大学の各学校長・学長・がおり、それ

◆第9代館長・宮地治邦



ぞれの教職員圧|を取りまとめています。

第8代館長 =澤田源一は、東京女学館に新たな学園体制を

もたらしました。館長でありながら、小・中・高・短大の各

学校長 (学長)を兼ね、学園の一体性を保つ方法を選んだの

です。第9代館長・宮地治邦もその遺志を継ぎ、津田館長と

同様の兼務体制を選びました。

しかし、短期大学の町日キャンパス移転は、従来の学ヨ

体制に再考を促しました。館長は経営者ですが、学校長・学

長は教育者です。広尾と町回の両キャンパスが出来たことで、

教育者としての学校長・学長が常蹴できなくなりました。そ

こで、学園経営が分頭化され、第10代館長・有光次郎、第11

代館長 (代行)本 Jl■1松雄の時代は、館長の下に各学校長が配

されました。有光・村山とも教育行政官であり、教育者では

なかったこともあります。

◆第10代館長・有光次郎 (1903～ 1995)

1903(明 治36)年、高知に生 まれ

ました。東京帝匡1大学法学部を卒業

し、1927(昭和2)年、文部省に入省後、

次第に頭角を現 し、澤田館長 と同じ

大臣官房秘書課長を務め、大臣秘書

官を兼務 しました。その後、科学局長、

体育局長、教科書局長などの要職を

歴任 し、1947(昭 和22)年 に文部事

務次官になりました。

教育基本法制定や6・ 3・ 3制導入な

ど、戦後の教育制度大改革の旗振 り役として活躍し、戦後

史にその名をクJみ ました。退官後は日本芸術院長等の社会活

重力に丼青ジ

'白

勺に珂文り4且汐|、

その傍 ら、本学の館長

に就任しました。

国技館で行われた創

立百周年記念式典 は、

宮地館長により準備 さ

れ、有光館長の もと行

われました。

◆第11代館長 (代行)・ 村山松雄 (1921～ 2001)

大学学術局長などを務めた高等

教育の専門家で、文部事務次官 と

しては1971～ 1974(昭 和46～ 49)

年の約3年間に及ぶ、長期在任者で

した。

日本育英会理事長や東京国立博

物館長などを務めたのち、平成2

(1890)年 、第11代館長 (代行)に

就任 しました。 しか し、あ くまで

館長代行 としての立場に終始 し、

◆新任学校長・学長の顔触れ

左より、石手俊夫 (小学校長)、 四篭経夫 (中学・高等学

校長)、 辻本方郎 (短期大学長)

l  剛型 里 ヤ
ー
十
一西日亀久夫が短期大学長に就任すると、東京女学館に新風

を吹き込みました。西日は、大学紛争の最盛期に学生問題を

担当した辣腕の文部官僚であり、その頃から、高等教育につ

いて抱き続けていた理想がありました。

西日は1960年 代か ら高度情報化社会の到来を予測 してお

り、その対応が必要だと考えていました。そこで、従来の「文

科」を「国際文化学科」・「情報社会学科Jの二系統に再編成し、

時代の要請に応えようとしたのです。事実、「1青報社会学科J

は人気学科となりました。

また、Z値 という変数を利用 した入試改革にも取 り組み、

理系の発想からより効果的な選抜方法へ大改革を試みまし

た。しかし、これにより、女子の大学志向の風湖と相侯つて、

本学からの内部進学者が激減し、短大における東京女学館の

良き校風が若干後退した点も、否めませんでした。

東京市国大学理学部物理

学科を卒業 した理学士で、戦

後問もなく大阪学芸大学の助

教授になった学者でした。 し

かし、文部事務次官・日高第

四郎に請われて文部省に入る

と、学生問題の担当となり、

60年安保岡争の前後約10年間、学生運動の最盛期に文部省の

第一線で活躍 し続けました。その後、文部省大臣官房審議官

や日本ユネスコ国内委員会事務総長などを務めた後、木更津

高等専門学校長などを経て、1988(昭和63)年、束京女学館

短期大学長に就任 しました。

◆『末来の大学』(誠文堂新光社、1970年 )

西田が文部省大臣官房審議官時代、街藤藩吉・公文俊平・

否山健一らの時代を代表する学者・政

党人 と未来の大学像について討議 し

た、国際シンポジウムをまとめた本。

その後、西日と共同編者であつた永

井道雄と大来佐武郎は、それぞれ文部

大臣、外務大臣になることからも、西

田という人1/1Jの背景を窺い知ることが

できます。

◆西田亀久夫 (1916～ 2007)

次の館長・渋沢雅英へとその任を引き継ぎました。


